
難民申請者等の生活と権利を守るためのプロジェクト 

NGO 神戸外国人救援ネット  

 

１ 事業が目指すところ 

日本で暮らす外国人が増加する中、難民申請を行う外国人も多数存在するが、難民

として認められる人は極めて少なく 0.4％程度である。不安定な在留資格のまま、生

活に困窮してホームレス生活や悲惨な生活に追いやられる方々もいる。法律的なサポ

ートだけでなく、住居、生活費、医療、社会保障など、生活そのものに関わるサポー

トが必要である。最近では中東やアフリカなどからの難民申請者が神戸でも増えてお

り、救援ネットにも相談が寄せられている。神戸のまちは、白系ロシア人、ユダヤ

人、済州島４・３事件避難者、ベトナム人など多くの難民を受け入れ、今日の神戸の

まちを共に築き上げてきた。本事業では、現在の神戸で暮らす難民申請者への総合的

サポートを行うことと、「難民と神戸」の歴史を学ぶことを目指す。 

 

２ 活動内容 

◆難民申請者等に対して、以下のようなサポートを行う。（随時） 

・弁護士事務所や各種関係機関への同行、通訳の派遣 

・各種手続きのサポート 

・住居の確保 

・食料品や生活用品の提供など） 

・その他日常的な相談と支援 

◆「難民と神戸」を学ぶ講演会をオンライン（zoom）にて開催 

2022 年 2月 26 日（土）13 時半～15 時半 

 「神戸のユダヤ難民」／講師：金子マーティンさん（日本女子大学名誉教授） 

◆「難民と神戸」に関する情報収集と、リーフレットの作成 

 

３ 成果や課題点 

◆成果 

 シリア、チュニジア、ウガンダ、ガーナ、ブルキナファソ、 

セネガル、ギニア、カメルーンなどの難民申請者へ、物資配布、 

同行・通訳支援を実施することができた。 

◆課題 

 当初は、昨年度のように「難民と神戸」を学ぶ講演会と北野 

周辺にある関連施設（宗教施設や当時の住居など）をめぐる 

まち歩きを予定していた。しかし、オミクロン株による感染 

拡大により、まち歩きは中止。講演会もオンライン開催へと 

変更になってしまった。 

 


